【講義３】写本について―奥書・識語を中心に by 海野 圭介












































































































































数・字数・字高など）は親本と同じにすることも多い。 e.g. 謄写本、臨写本 
三，写本と版本の位相 
四，写本の種類 


























































































































































中野三敏『和本の海へ 豊饒の江戸文化』（角川書店（角川選書），2009 年） 
橋本不美男『原典をめざして 古典文学のための書誌』（笠間書院，2008 年） 
井上宗雄等編『日本古典籍書誌学辞典』（岩波書店，1999 年） 
藤井隆『日本古典書誌学総説』（和泉書院，1991 年） 










































・浅田徹「古今集奥書集成から見えるもの」（『調査研研究報告』 30、2010 年 3 月）
http://doi.org/10.24619/00001438 
・浅田徹・山本まり子「国文学研究資料館蔵マイクロフィルムによる古今和歌集奥
書集成（一）」（『調査研究報告』20、1999 年 3 月）、浅田徹・岡崎真紀子「国文学研究
資料館蔵マイクロフィルムによる古今和歌集奥書集成（二）―付：西下経一の古今
集伝本研究について」（『調査研究報告』21、2000 年 3 月）、浅田徹・五月女肇志「国
文学研究資料館蔵マイクロフィルムによる古今和歌集奥書集成（三）」（『調査研究報
告』22、2001 年 3 月）、小川剛生・佐藤裕子「国文学研究資料館蔵マイクロフィル
ムによる古今和歌集奥書集成（四）―附、古今集注釈書の奥書―『毘沙門堂本古今
集注』関連を中心に」（『調査研究報告』23、2002 年 3 月） 




（『続草庵集』断簡）（ﾖ 6-29） 頓阿筆 1 幅 
     
・『尊経閣叢刊 宝積経要品』（育徳財団、1929 年）、財団法人前田育徳会『国宝 宝積
経要品―高野山金剛三昧院奉納和歌短冊』（勉誠出版、2011 年）に書影の収められ
る短冊が頓阿の筆跡として確実な遺品。 












 表 裏 
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４『新古今和歌集』（92-5）長享元年（1487）写 甘露寺
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７『愛染王法』（ヤ 4-153） 1 帖    ８『御請来目録』（ヤ 4-253）1 冊 
  
図版リスト 
１『古今和歌集』（99-2） 冷泉為和（1486-1549）筆・冷泉為広（1450－1526）加証奥書 2 帖 
https://doi.org/10.20730/200003050 
２『古今和歌集』（99-4） 伝頓阿（1289－1372）筆 1 帖 https://doi.org/10.20730/200003052 
３『続草庵集』断簡（ﾖ 6-29） 頓阿筆 1 幅 https://doi.org/10.20730/200014310 
４『新古今和歌集』（92-5）懐風弄月文庫（後藤重郎旧蔵書）長享元年（1487）写 2 冊 甘露
寺親長（1424－1500）筆 https://doi.org/10.20730/200014094 
５『新古今和歌集』（92-33）懐風弄月文庫（後藤重郎旧蔵書）〔室町中期〕写  2 帖 
https://doi.org/10.20730/200014131 
６『新古今和歌集』（92-42）懐風弄月文庫（後藤重郎旧蔵書）〔江戸中期〕写  2 帖 
https://doi.org/10.20730/200014143 
７『愛染王法』（ヤ 4-153）粘葉装 1 帖  ※表紙に「信州  清祐之」の伝領識語あり。
https://doi.org/10.20730/200008365 





（2019 年版（海野圭介担当）、2017 年度版（小山順子担当）を改訂） 
Ｍ
▼ 
Ｑ
▼ 
Ｏ
▼ 
Ｐ
▼ 
Ｎ
▼ 
